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＜連絡事項＞
・なし

＜入室状況＞
【入院】
・三浦　榮子様～東病棟Cユニット6号室に医療保護入院となる。

【転出】
・中居　敬悦様～東病棟Bユニット2号室→北病棟405号室
・大嶋　一喜様～東病棟合併症室→南病棟Bユニット104号室
・古里　セキ様～東病棟Cユニット6号室→南病棟Dユニット204号室

＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前、午後一時間ずつの開放観察実施。開放観察時、自室から出て来る事無く観察終了。自室内不潔行為、奇異行為なし。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処制限の改善を目指していく。

・和田　純弥様～終日隔離中。午前二時間、午後一時間の開放観察実施。来詰頻回にあり、居座る様子あるも不穏さなし。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処制限の改善を目指していく。

・二部　奈乃華様～終日隔離中。午前、午後一時間ずつの開放観察実施。開放中、問題行動や奇異な様子なし。対面時も穏やかで疎通良好。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処制限の改善を目指していく。

・若沢　理子様～終日隔離中。自室内で放歌・徘徊あり、落ち着きなし。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処制限の改善を目指していく。

＜柞木田Dｒ診察情報＞
・和田　純弥様～処方、指示変更なし。

・風張　久美子様～眼脂あり、レボフロキサシン点眼液処方となる。以外処方変更、指示変更なし。

・長浜　厚子様～合併症室のトイレ使用可の指示あり。状態観察し、自発性の嘔吐に中止していく。
35ｋｇまで増量後、夫様と面談予定。

・伊藤　宏美様～本日よりオランザピン中止（除剤済）クエチアピン追加処方となる。明日家族面談。下腹部痛や肛門からの出血があることより内科受診、入院時の採血結果にて梅毒陽性のため婦人科受診について説明予定。身体治療を優先するため、夫様と話し退院し通院で経過観察とするかなど話す予定。

・滝田　英人様～ブロナンセリン減量となり継続、以外は継続処方となる。モニター継続指示。

・和田　昌様～昨日より炭酸リチウム中止中。以外処方変更、指示変更なし。

・淵沢　和子様～ランソプラゾールＯＤ錠（１５） 1 錠、ボルタレンサポ（２５） 5 個、エスシタロプラムＯＤ錠（１０） 0.5 錠 追加処方となる。

＜入院患者様情報＞
日　　時：令和6年8月20日　13：20
　氏　　名：三浦　榮子（みうら　えいこ）様
　生年月日：昭和16年12月15日(82歳)
　病　　名：認知症疑い
　性　　別：女性
　主 治 医：小栁Dr（サポート医：馬渡Dr）
　入院形態：医療保護入院
　病　　棟：東病棟Cユニット

　＜経過＞
　五戸町にて独居生活であったが、相談日時点では一週間程八戸市の姪宅へ身を寄せ
ている。夫は認知症状態で施設入所中、妹二名は神奈川県在住。令和5年頃より人物の
幻視があり、令和6年3月6日に記銘力低下、日付の失見当識、金銭管理困難を主訴とし
はちのへ西脳神経クリニック初診。頭部MRI：虚血巣なし脳萎縮は年相応、頭部MRA：
口径不同あり両側中大脳動脈に狭窄あり。HDS-Rは26点立方体の模写正常であった。諸
検査の結果加齢による認知機能低下と考えられ経過観察および血圧管理開始たとなっ
た。同年8月頃より症状悪化し、夜間3時間程しか眠れないことや早朝覚醒することが
あり、また、幻視が活発で「知らない人が子供を連れてくる」「怖い女の人がいる」
等幻視も活発であった。食事も食べていると話すものの、作った形跡もなく、独居生
活も困難として同月10日頃より姪宅に身を寄せていた。しかし、夜間ウロウロと歩き
回り「先生、ここにいなければならないので」等と話し姪の事も把握できていない様
子であった。夜間も中途覚醒し「帰る」と話すことや「殺してくれ」などの厭世的な
言動もみられていた事から単独にはしておけない状況であった。しかし姪も仕事があ
り介護保険は申請中。家族見守り困難にてかかりつけ医のはちのへ西脳神経クリニッ
クより当院を紹介され入院治療の希望あり。
　上記経過により東病棟Cユニットに医療保護入院となる。

